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１２月補正予算の概要 

 
１ 補正予算の編成の考え方 

今回の１２月補正については､依然として厳しい市内企業の経営状況を踏まえた地域経済対

策の実施、国・県補助金の決定・変更に伴うなど事業執行上著しく支障を来すものへの対応に

係る経費を計上することを基本に編成を行った。 
  なお、国の補正予算に伴う対応については、国の予算が成立し内容が明らかになった時点で

速やかに対応するものとする。 
 

２ 一般会計補正予算（第４号）の概要 

（１）補正予算の規模 

歳入は、市税、国庫支出金、県支出金、市債などの予算額を計上し、歳出については上記

の考え方に基づく事業費を計上した。 
この結果、補正額 615,253 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 28,835,522

千円となった。 
 

（２）主な事業 

① 地域経済対策への対応  
 ○緊急雇用創出事業費補助金事業（3事業－12 人）  9,655千円
  ＊医師事務補助者配置事業補助金 （P 8） 1,085千円
  ＊農業水利を支える施設状況調査事業 （P 8） 3,166千円
  ＊農林道安全対策事業 （P 8） 5,404千円
 ○その他の主な経済対策事業                

  ＊地域介護・福祉空間整備等補助金 （P 8） 3,176千円
   大区画ほ場整備事業負担金 （P10） 26,500千円
   農業用施設維持管理事業（３区） （P10,12） 25,300千円
   中小企業振興資金制度信用保証料補助金 （P12） 2,231千円
   道路維持管理事業（３区） （P12,14） 24,557千円
  ＊小学校保健室エアコン設置事業 （P14） 12,600千円
   小学校施設営繕事業（小高区・原町区） （P14） 28,674千円
  ＊中学校保健室エアコン設置事業 （P16） 4,200千円
  
② 緊急課題への対応  
   生活保護適正実施推進事業 （P 8） 16,376千円
   戦略的産地づくり総合支援事業補助金（原町区） （P10） 1,260千円
  ＊木質バイオマス利用施設等整備事業補助金 （P12） 400,000千円
  
＊は新規事業  
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（３）その他 

 ① 職員給与改定など人件費の補正 

○給与改定 

・福島県人事委員会勧告に準じた期末・勤勉手当の減額 

 ・給与改定に伴う共済費の減額 

○その他 

・超過勤務手当等の増額 

 

【一般会計】

（単位：千円）

補正前 補正額 補正後の額 備　考

4,140,090 ▲ 30,802 4,109,288

給与改定 0 ▲ 51,993 ▲ 51,993 期末・勤勉手当、共済費の減

そ の 他 4,140,090 21,191 4,161,281 超過勤務手当等の増

428,349 104,691 533,040 早期退職者分４人分の増

4,568,439 73,889 4,642,328

970,500 10,863 981,363
職員減に伴う保育園嘱託職員等賃
金の増

5,538,939 84,752 5,623,691

区分

合　　　計

退職手当　B

給与費・共済費　A

小　　計　A+B

内訳

賃　　　金
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３ 特別会計補正予算の概要 

① 国民健康保険特別会計（第 3号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費及び過誤納金還付金を補正するもので、補正額

1,927千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 7,622,535千円となった。 
② 介護保険特別会計（第 3号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費を補正するもので、補正額 4,474 千円を減額し、
補正後の歳入歳出総額が 4,379,356千円となった。 

③ 簡易水道事業特別会計（第 1号） 

職員給与改定に伴う人件費及び高速道路関連水道管移設工事等に伴う経費を補正するも

ので、補正額 5,398千円を増額し、補正後の歳入歳出総額が 139,188千円となった。 
 ④ 亜炭鉱害復旧施設維持管理事業特別会計（第 1号） 

   職員給与改定に伴う人件費等を補正するもので、補正額 59 千円を減額し、補正後の歳入
歳出総額が 28,505千円となった。 

⑤ 農業集落排水事業特別会計（第 2号） 

   人事異動や職員給与改定に伴う人件費及び長期債償還利子の確定に伴う公債費を補正す

るもので、補正額 1,809千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 167,726千円となった。 
 ⑥ 後期高齢者医療特別会計（第 2号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費を補正するもので、補正額 1,152 千円を減額し、
補正後の歳入歳出総額が 658,297千円となった。 

 ⑦ 水道事業会計（第 1号） 

収益的支出は、配水給水施設に係る委託経費の追加及び人事異動や職員給与改定等に伴う

人件費の減により 5,641千円を減額し、補正後の支出総額が 855,564千円となった。 
資本的支出は、消火栓設置及び配水設備工事に係る経費の減により31,644千円を減額し、

補正後の支出総額が 547,729千円となった。 
⑧ 病院事業会計（第 2号） 

収益的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費の減及び共済組合負担金に係る経

費の追加により 17,830千円を増額し、補正後の支出総額が 4,406,224千円となった。 
資本的支出は、医療機器購入及び患者送迎用車両購入に係る経費の追加により 8,916千円

を増額し、補正後の支出総額が 657,657千円となった。 
⑨ 工業用水道事業会計（第 1号） 

収益的支出は、人事異動や職員給与改定に伴う人件費の減及び嘱託職員の減に伴う賃金の

減により 3,115千円を減額し、補正後の支出総額が 336,400千円となった。 
資本的支出は、工水管耐震工事及び検満量水器交換工事等の請差額の減により 5,858千円

を減額し、補正後の支出総額が 65,098千円となった。 
⑩ 下水道事業会計（第 2号） 

収益的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費の減及び長期債償還利子確定に伴

う支払利息の減により 21,635千円を減額し、補正後の支出総額が 1,285,946千円となった。 
資本的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費の減及び管渠整備・処理場建設等

に係る経費の減により 74,244千円を減額し、補正後の支出総額が 1,338,194千円となった。 
 

 
 


